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調
査
結
果
の
概
要

２
０
２
３
年
度
の
供
給
可
能

量
は
３
，６
６
５
万
本
と
な
り
、

対
２
０
２
２
年
度
比（
３
，７
６

７
万
本
）
９７
・
３
％
と
５
年
連

続
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
形

態
別
内
訳
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
カ

バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
）
が

最
も
多
く
全
体
の
５
割
弱

（
４８
・
１
％
）、
次
に
コ
ン
テ

ナ
樹
木
が
お
よ
そ
２
割
強

（
２１
・
１
％
）、
３
番
目
に
低

木
常
緑
樹
が
２
割
弱
（
１８
・

１
％
）
の
順
と
な
る
（
図
―

１
）。
露
地
栽
培
物
の
シ
ェ
ア

ー
３０
・
８
％
に
対
し
、
コ
ン
テ

ナ
栽
培
物
の
シ
ェ
ア
ー
は
６９
・

２
％
、
３
対
７
を
維
持
し
て
い

る
。
高
中
木
本
数
の
形
態
別
内

訳
は
、
常
緑
広
葉
樹
５
、
落
葉

広
葉
樹
３
、
針
葉
樹
２
の
割
合

を
保
っ
て
い
る
。

主
な
形
態
に
つ
い
て
種
類
別

の
内
訳
を
み
る
と
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
で

は
、
タ
マ
リ
ュ
ウ
３
２
４
万
鉢

（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
全
体
の
１８
％
）、
シ

バ
ザ
ク
ラ
類
２
０
４
万
鉢
（
同

１２
％
）、
コ
グ
マ
ザ
サ
１
１
３

万
鉢
（
同
６
％
）、
さ
ら
に
、

フ
イ
リ
ヤ
ブ
ラ
ン
８５
万
鉢
（
同

５
％
）、
フ
ッ
キ
ソ
ウ
５６
万
鉢

（
同
３
％
）
の
順
と
な
る
。

コ
ン
テ
ナ
樹
木
は
、
シ
ャ
リ

ン
バ
イ
３６
万
鉢
（
コ
ン
テ
ナ
樹

木
全
体
の
５
％
）、マ
ホ
ニ
ア
・

コ
ン
フ
ュ
ー
サ
２６
万
鉢
（
同

３
％
）、
セ
イ
ヨ
ウ
ベ
ニ
カ
ナ

メ
モ
チ
２３
万
鉢
（
同
３
％
）、

シ
ラ
カ
シ
１８
万
鉢（
同
２
％
）、

ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ
１６
万
鉢
（
同

２
％
）
が
上
位
を
占
め
て
い

る
。低

木
常
緑
樹
で
は
サ
ツ
キ

２
２
５
万
本
（
低
木
常
緑
樹
全

体
の
３４
％
）、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

ツ
ツ
ジ
１
０
５
万
本
（
同
１６

％
）、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
８２
万
本

（
同
１２
％
）、
キ
ン
メ
ツ
ゲ
２９

万
本
（
同
４
％
）、
ボ
ッ
ク
ス

ウ
ッ
ド
２２
万
本
（
同
３
％
）
が

上
位
５
樹
種
を
構
成
し
て
い

る
。
サ
ツ
キ
は
２
０
１
８
年
度

ま
で
４
０
０
万
本
台
、
１９
・
２０

年
度
に
３
０
０
万
本
台
、
２１
年

度
よ
り
２
０
０
万
本
台
へ
供
給

力
を
下
げ
て
い
る
。

な
お
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
の
タ
マ
リ
ュ

ウ
は
鉢
径
７
・
５
㎝
、
５
芽
立

の
規
格
の
他
に
、
マ
ッ
ト
栽
培

に
よ
る
供
給（
露
地
５
，７
０
０

㎡
、
コ
ン
テ
ナ
２
４
，９
９
０

㎡
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
の
総
数
は
前

年
度
に
対
し
２
・
７
ポ
イ
ン
ト

減
少
と
な
り
、
対
２
０
２
２
年

度
比
は
露
地
物
９６
・
８
％
、
コ

ン
テ
ナ
物
９７
・
５
％
と
ど
ち
ら

も
減
退
し
て
い
る（
図
―
２
）。

２
０
２
３
年
度
コ
ン
テ
ナ
栽
培

物
の
対
前
年
度
比
の
内
訳
は
、

樹
木
９５
・
５
％
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
９８
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
コ
ン
テ
ナ
栽
培
物
の
主
に

Ｇ
Ｃ
Ｐ
の
減
産
が
全
体
の
動
き

に
影
響
し
て
い
る
。

﹇
需
要
の
動
向
﹈

「
建
設
工
事
施
工
統
計
調

査
」（
国
土
交
通
省
）
に
よ
る

と
、
２
０
２
１
年
度
の
造
園
工

事
完
成
工
事
高
は
４
，１
７
４

億
円
、
前
年
度
比
４０
・
２
％
と

大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
造
園
工
事
業
種
が

元
請
で
受
注
し
て
い
る
金
額
は

２
，３
２
３
億
円
と
こ
ち
ら
も

前
年
度
に
比
べ
３９
・
４
％
と
同

様
に
減
少
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
度
分
よ
り
集
計
に

欠
測
値
補
完
が
行
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
大
幅
な
伸
び
を
記
録
し

た
も
の
の
、
一
挙
に
２
０
１
８

年
度
ま
で
の
水
準
に
戻
っ
て
い

る
。
元
請
比
率
は
５５
・
７
％
を

占
め
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
８

ポ
イ
ン
ト
わ
ず
か
に
上
が
っ
て

い
る
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
度
の
元

請
完
成
工
事
高
を
発
注
者
別
に

み
る
と
、
公
共
は
１
，０
８
４

億
円
（
４６
・
７
％
）、
民
間
は

１
，２
３
９
億
円（
５３
・
３
％
）

と
な
り
、
民
間
の
発
注
額
が
公

共
を
６
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
る
（
図
―
３
）。

な
お
、
造
園
工
事
業
を
含
む

総
合
工
事
業
８
業
種
全
体
の
完

成
工
事
高
は
前
年
度
に
比
べ
わ

ず
か
０
・
４
％
減
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
造
園
工
事
業
の

完
成
工
事
高
の
減
少
が
際
立
っ

て
い
る
。

公
共
工
事
の
全
体
的
状
況

を
、「
公
共
工
事
前
払
金
保
証

統
計
」（
北
海
道
・
東
日
本
・

西
日
本
建
設
業
保
証
㈱
）
に

よ
っ
て
検
討
す
る
。
２
０
２
２

年
度
の
件
数
は
２
２
４
，１
９

７
件
、
前
年
度
に
比
較
し
３
・

２
％
の
減
、
請
負
金
額
は
１３
兆

９
，９
３
７
億
円
、
前
年
度
に

比
べ
０
・
４
％
減
と
な
っ
て
い

る
。
発
注
者
別
で
は
、
市
区
町

村
が
最
も
大
き
く
件
数
で
４７
・

８
％
、
請
負
金
額
で
３４
・
７
％

を
占
め
て
い
る
。
２
番
目
は
都

道
府
県
が
各
々
４０
・
８
％
、

３０
・
０
％
と
な
る
。
地
域
別
に

は
、
関
東
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き

く
件
数
で
２１
・
７
％
、
請
負
金

額
で
２６
・
１
％
を
占
め
る
。

造
園
植
栽
工
事
に
結
び
つ
き

の
強
い
公
園
お
よ
び
道
路
工
事

の
請
負
金
額
に
つ
い
て
、
道
路

部

門

は
３
兆
８
，３
５
６
億

円
、
対
前
年
度
比
９３
・
９
％
と

減
少
、公
園
部
門
は
５
，１
３
８

億
円
、
対
前
年
度
比
１
０
９
・

６
％
と
増
加
し
て
い
る
。

「
全
国
屋
上
・
壁
面
緑
化
施

工
実
績
調
査
」（
国
土
交
通

省
）
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年

に
約
１４
・
４
ha
の
屋
上
、
約

２
・
８
ha
の
壁
面
が
新
た
に
緑

化
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
累
積

で
、
屋
上
は
約
５
７
８
ha
、
壁

面
は
約
１
１
４
ha
が
整
備
さ
れ

た
。
建
物
用
途
別
に
み
る
と
、

累
積
で
屋
上
は
住
宅
／
共
同
住

宅
（
１
１
３
・
４
ha
、
１９
・

７
％
）、
教
育
文
化
施
設（
７５
・

４
ha
、
１３
・
１
％
）、
商
業
施

設
（
７６
・
８
ha
、
１３
・
３
％
）

が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
壁
面

は
商
業
施
設
（
３１
・
９
ha
、

２８
・
０
％
）、
工
場
・
倉
庫
・

車

庫
（
１７
・
９
ha
、
１５
・

７
％
）、
教
育
文
化
施
設（
１２
・

３
ha
、
１０
・
８
％
）
の
順
と
な

る
。屋

上
緑
化
に
使
用
さ
れ
る
植

栽
材
料
の
形
態
別
累
積
面
積
を

み
る
と
、
セ
ダ
ム
を
主
に
植
栽

２６
％
、
芝
生
１８
％
、
そ
の
他
草

本
１０
％
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、

壁
面
緑
化
の
累
計
面
積
は
、
や

は
り
ツ
ル
性
植
物
を
主
７４
％

（
８３
・
２
ha
）、
ツ
ル
性
を
除

く
草
本
を
主
８
％
（
９
・
２

ha
）、
ツ
ル
性
を
除
く
樹
木
を

主
４
％（
４
・
５
ha
）と
な
る
。

「
建
設
工
事
受
注
動
態
統
計

調
査
（
大
手
５０
社
）」（
国
土
交

通
省
）
を
も
と
に
、
民
間
の
建

築
・
土
木
工
事
の
動
向
を
把
握

す
る
。
２
０
２
２
年
度
の
受
注

高
は
１１
兆
６
，３
５
７
億
円
、

民
間
工
事
は
、
製
造
業
、
不
動

産
業
、
金
融
業
、
保
険
業
等
が

増
え
、
２
年
連
続
で
増
加
し
て

い
る
。

（
公
社
）
日
本
造
園
学
会
は

６
月
１６
日
〜
１８
日
、
南
九
州
大

学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
（
宮
崎
県

都
城
市
）
に
て
全
国
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
大
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
１
つ
と
し
て
、「
地
域
性

種
苗
の
多
面
的
価
値
」
に
つ
い

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
、

当
協
会
地
域
性
植
物
適
用
委
員

会
委
員
長
の
國
忠
征
美
氏
（
グ

ロ
ー
バ
ル
グ
リ
ー
ン
ク
ニ
タ

ダ
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
登
壇

し
、「
地
域
性
種
苗
の
供
給
」

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。國

忠
氏
は
、
地
域
性
種
苗
は

受
注
生
産
で
あ
る
場
合
が
多
い

が
、
予
算
の
執
行
や
施
工
業
者

選
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
受
注

生
産
を
不
確
実
に
す
る
要
素
が

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
地
域
性
種
苗
は
通
常
の
緑
化

工
事
よ
り
早
い
段
階
で
施
主
、

設
計
者
、
施
行
者
い
ず
れ
か
か

ら
の
発
注
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。植

木
の
植
樹
は
昔
、
四
里
五

里
と
云
い
、
凡
そ
２０
㎞
以
内
の

材
料
を
用
い
て
い
た
こ
と
か
ら

地
域
ご
と
の
自
然
の
特
色
が
緑

化
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

國
忠
氏
は
地
域
性
種
苗
で
緑
化

す
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の
自

然
に
違
和
感
が
な
く
、
調
和
が

取
れ
て
い
る
こ
と
が
魅
力
的
で

あ
る
と
講
演
を
結
び
ま
し
た
。

造
園
学
会
で
は
生
物
多
様
性

の
保
全
を
目
的
と
し
て
地
域
性

種
苗
の
利
用
が
進
み
つ
つ
あ
る

中
、
地
域
独
自
の
景
観
創
出
、

造
園
空
間
の
高
付
加
価
値
化
な

ど
の
有
効
性
を
考
慮
し
、
更
な

る
議
論
を
深
め
て
い
く
方
向
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

会員動向
社名変更
�()新 ㈱野口農園（福岡県）

社名・代表者・住所・メールアドレス変更
�()新 ㈱川繁園（千葉県）

川口和繁
〒２８９-２１１３
千葉県匝瑳市平木８６１３
kw-shige@clock.ocn.ne.jp

退会
㈱徳島県植物市場（徳島県）
㈲協農園（福岡県）

訃 報

臼倉 直藏 様
（臼倉良尚氏のご尊父様）
臼倉植物園（埼玉県）
令和５年９月８日没
享年９８歳

村田 正章 様
（村田利博氏のご尊父様）
㈱レコムグリーン（愛知県）
令和５年８月没
享年８９歳

（
一
社
）
日
本
植
木
協
会

令
和
５
年
度

都
道
府
県
別
緑
化
樹
木

供
給
可
能
量
調
査

結
果
報
告

（
一
財
）
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー

理
事

瀧

邦

夫

地
域
性
植
物
適
用
委
員
会

造
園
学
会
全
国
大
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

國
忠
征
美
委
員
長
が
講
演

令和６年度
協会総会のご案内

開催日 令和６年１月２５日㈭
会 場 ホテルメルパルク広島

コンテナ部会総会
開催日 令和６年１月２６日㈮
会 場 ホテルメルパルク広島

青年部会総会
開催日 令和６年２月８日㈭
会 場 オリエンタルホテル福岡

博多ステーション

図－１ 形態別の供給可能量（単位：千本・鉢）
［２０２３年度：３６,６４８千本・鉢］

図－２ 露地・コンテナ栽培の推移（単位：千本・鉢）

図－３ 発注者別元請完成工事高の推移（単位：億円）
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㈱
ア
ス
コ
ッ
ト

賛助会員紹介
シ
リ
ー
ズ
２

会社紹介HP

〒231-0027
神奈川県横浜市中区
扇町 2-4-5  YS ビル 201
TEL 045-222-0215
FAX 045-222-0217

平
素
よ
り
、
日
本
植
木
協
会

の
協
会
員
の
皆
様
に
は
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
株
式
会
社
ア
ス
コ
ッ
ト
は

昭
和
６２
年
の
創
業
以
来
、
緑
の

情
報
発
信
の
お
手
伝
い
を
し
て

き
ま
し
た
。「
緑
の
こ
と
、
も
っ

と
良
く
し
た
い
、
も
っ
と
伝
え

た
い
。」
を
目
標
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

●「
緑
の
名
札
」（
樹
名
札
）

当
社
の
主
力
製
品
は
「
緑
の

名
札
」（
樹
名
札
）
で
す
。
植

物
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
樹
名
札
。

植
木
や
植
栽
の
価
値
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
社
の
「
緑
の
名
札
」
は
、

周
囲
の
環
境
に
合
わ
せ
た
サ
イ

ズ
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
完
全
受
注
生
産
で
す
の
で
、

ご
要
望
に
丁
寧
に
対
応
し
た
自

由
な
デ
ザ
イ
ン
も
可
能
で
す
。

た
と
え
ば
、
こ
ど
も
た
ち
が
手

書
き
し
た
イ
ラ
ス
ト
を

ス
キ
ャ
ン
し
て
表
示
面

に
用
い
、
自
分
た
ち
で

設
置
し
て
も
ら
う
と

い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
可

能
で
す
。
素
材
に
つ
い

て
も
「
低
価
格
、
高
品

質
」
を
心
が
け
、
耐
候

性
の
高
い
も
の
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
高
品
質
シ
ー

ト
を
使
用
し
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

タ
イ
プ
の
ほ
か
、
高
級
ア
ル
ミ

タ
イ
プ
を
新
発
売
い
た
し
ま
し

た
。
高
級
感
あ
ふ
れ
る
質
感

は
、
記
念
樹
な
ど
に
ぴ
っ
た
り

で
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
樹
木
を
説
明
す
る
樹
名

札
の
ほ
か
、
よ
り
実
用
的
な
管

理
番
号
札
な
ど
も
さ
ま
ざ
ま
な

サ
イ
ズ
、
素
材
で
お
作
り
い
た

し
ま
す
。
お
客
様
の
ご
注
文
に

親
切
、
丁
寧
に
対
応
す
る
の
も

我
が
社
の
目
標
で
す
。
一
枚
の

ご
注
文
か
ら
数

百
枚
の
ご
注
文

ま
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
案
内
板
（
サ
イ
ン
）

公
園
な
ど
の
案
内
板
や
解
説

板
、
誘
導
柱
な
ど
も
当
社
の
得

意
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。「
わ

か
り
や
す
く
、
楽
し
い
デ
ザ
イ

ン
」
を
心
が
け
、
全
国
各
地
の

公
園
や
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
製
作

以
外
に
も
、
表
示
面
の
み
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
も
手
掛
け
て

い
ま
す
。
サ
イ
ン
は
緑
の
あ
る

空
間
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。

●
印
刷
媒
体
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

当
社
は
『
緑
化
樹
木
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
や
『
新
樹
種
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
な
ど
、
植
物
に
関
す

る
書
籍
の
編
集
協
力
、
写
真
提

供
、
全
ペ
ー
ジ
の
制
作
実
績
が

あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
一
般
向

け
植
物
図
鑑
の
執
筆
、
編
集
な

ど
も
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
書

籍
以
外
に
も
、
都
市
公
園
や
観

光
地
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も

数
多
く
制
作
し
て
お
り
ま
す
。

植
木
協
会
会
員
様
の
商
品
カ
タ

ロ
グ
、
チ
ラ
シ
制
作
な
ど
に
も

実
績
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
協
会
員
さ
ま
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
制
作
も
お
手
伝
い
し

て
お
り
ま
す
。
当
社
に
お
ま
か

せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
自
身
で

簡
単
に
更
新
可
能
な
サ
イ
ト
を

お
作
り
い
た
し
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
詳
し
く
な
い
お
客

様
に
も
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
社
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
緑
の
情
報

発
信
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り

ま
す
。
植
物
の
こ
と
を
多
く

知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
よ

り
、
植
木
の
価
値

は
高
ま
り
ま
す
。

今
後
も
、
日
本

植
木
協
会
の
皆
様

と
と
も
に
、
日
本

の
植
物
文
化
や
緑

化
推
進
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
８
月

２９
日
㈫
、
協
会
会

議
室
に
お
い
て
環

境
緑
化
樹
木
識
別

検
定
資
格
認
定
委

員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
資

格
認
定
委
員
会
は

７
月
８
日
㈯
に
実

施
し
た
樹
木
識
別

検
定
（
１
０
０
種

の
樹
木
に
つ
い
て

枝
葉
だ
け
を
見
て

正
し
い
名
前
を
答

え
る
検
定
）
の
点
数
に
応
じ
て

級
位
を
認
定
す
る
委
員
会
で

す
。
今
回
よ
り
長
年
委
員
長
を

務
め
て
い
た
だ
い
た
涌
井
史
郎

氏
（
東
京
都
市
大
学
特
別
教

授
）
か
ら
高
梨
雅
明
氏（（
一

社
）
日
本
公
園
緑
地
協
会
会

長
）
に
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
試
験
委
員
長
は
新
た
に
内

田
均
氏
（
東
京
農
業
大
学
グ
リ

ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
）
が
就

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
で
１５
回
を
数
え
る
環

境
緑
化
樹
木
識
別
検
定
は
２５
名

の
方
が
受
検
さ
れ
ま
し
た
。
受

検
者
は
当
協
会
会
員
、
造
園
会

社
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

官
公
庁
、
樹
木
医
関
係
団
体
、

学
生
と
幅
広
い
属
性
の
方
が
検

定
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

受
検
平
均
点
は
５５
・
７
点
。

委
員
会
は
樹
木
別
正
答
率
や
各

個
人
の
採
点
結
果
を
検
討
し
、

級
位
を
認
定
し
ま
し
た
。
今
年

度
受
検
者
２５
名
の
内

訳
は
１
級
（
８０
点
以

上
）５
名
、
２
級（
７０

点
以
上
８０
点
未
満
）

４
名
、
３
級
（
６０
点

以
上
７０
点
未
満
）
４

名
、
初
級
（
４０
点
以

上
６０
点
未
満
）４
名
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

（
４０
点
未
満
）
８
名

と
い
う
級
位
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

造
園
６
団
体
で
は
樹
木
に
関

す
る
研
修
の
必
要
性
を
実
感
さ

れ
て
お
り
、
当
協
会
の
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
樹
木
情

報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
）
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
化
対
応

で
工
夫
し
、
発
信
す
る
よ
う
求

め
る
声
が
委
員
の
方
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
様
な
対

応
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

高級アルミ樹名札

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

枝葉の特徴から正答を目指す樹木識別検定

第
１５
回
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定

資
格
認
定
委
員
会
を
開
催資格認定委員会の審議風景

樹名札Bタイプ

問古川和生 古川庭樹園（大阪府）
☎０７２１‐９３‐２６７３

ロシアンオリーブ（別名 ホソバグミ ヤナギバグミ）は、地中海沿岸地方から西アジア、西ヒマラヤ原産のグミ科の落葉
小高木です。名前にオリーブとありますが、葉の色や形がオリーブに似ていますが、オリーブ（モクセイ科）とは全く違う種
類です。
春に咲く淡黄色の小さな花は香りが良く、香料として香水などに利用されていました。
夏はシルバーグリーンの美しい葉色を楽しむ事が出来ます。秋には赤い小さな実が沢山つきますが、渋みがあるので生食に
は向きません。ジャムなどの食品に加工されることはありますが、主に観賞用として利用されることが多いようです。
グミの一種なので耐寒性、耐暑性に優れており、乾燥、潮風にも強く日本全国で栽培可能です。

ロシアンオリーブ
学名 Elaeagnus angustifolia

ポイント講習会で説明を行う川原田委員長

設置イベントの様子

■
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定
実
施
委
員
会
の
今
年
度
の
活
動
ま
と
め

★
樹
木
識
別
ポ
イ
ン
ト
講
習
会

６
月
１１
日
㈰
、
会
場：

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
者：

５４
名

講
師：

川
原
田
邦
彦
、
吉
澤
信
行
、
山
﨑
隆
雄
、
八
木
峰
夫

★
第
１５
回
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定

７
月
８
日
㈯
、
会
場：

東
京
都
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
P
i
O
、
受
検
者：

２５
名

★
令
和
５
年
度
樹
木
医
研
修

樹
木
識
別
の
ポ
イ
ン
ト
（
講
義
と
試
験
）

１
期
１０
月
６
日
㈮
、
会
場：

ホ
テ
ル
ル
ー
ト
つ
く
ば

２
期
１０
月
２７
日
㈮
、
会
場：

ホ
テ
ル
ル
ー
ト
つ
く
ば

講
師：

川
原
田
邦
彦
、
吉
澤
信
行
、
山
﨑
隆
雄
、
八
木
峰
夫

A４ステンレスサイン
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学校紹介

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

沖
縄
県
立
南
部
農
林
高
等
学
校　

環
境
創
造
科

〜
人
材
を
以
て
資
源
と
な
す
〜

は
じ
め
に
、
今
回

４
年
振
り
に
植
生
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
講

座
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
お

よ
び
関
係
者
の
皆
様

の
ご
協
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
部
会
の

海
外
視
察
研
修
に
て

中
村
幸
人
先
生
と
ド

イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
フ
ァ

ー
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ッ

ト
教
授
を
訪
ね
て
ノ
ル
ダ
ー
ナ

イ
島
な
ど
を
回
り
、
生
態
系
を

維
持
す
る
た
め
に
植
生
を
学
ぶ

重
要
性
を
感
じ
て
か
ら
、
か
れ

こ
れ
２０
年
の
月
日
が
流
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

も
多
く
の
卒
業
生
を
出
し
な
が

ら
我
々
も
齢
を
重
ね
た
と
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
時
間

を
取
り
戻
す
べ
く
新
た
な
講
師

と
し
て
、
西
野
文
貴
博
士
を
招

き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
オ
ン
ラ
イ

ン
と
ビ
デ
オ
に
よ
る
学
習
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し

い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
試
験
地
と
野

外
実
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓

し
て
植
生
を
学
び
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
進
化
さ
せ
て
開
催
し

ま
し
た
。

受
講
生
に
は
８
月
よ
り
ビ
デ

オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
座
学
の

講
座
を
配
信
し
、
繰
り
返
し
視

聴
し
て
基
礎
的
な
知
識
の
習
得

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
３
泊
４
日
だ
っ
た
川

場
村
で
の
時
間
を
２
泊
３
日
に

短
縮
さ
せ
野
外
で
の
実
習
と
難

解
な
デ
ー
タ
整
理
技
術
の
習
得

に
時
間
を
割
き
つ
つ
参
加
し
や

す
い
日
程
に
調
整
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
場
村
で

の
育
成
講
座
の
翌
週
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
復
習
と

ま
と
め
の
講
座
を
開
催

し
、
こ
れ
も
繰
り
返
し
視

聴
可
能
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
受
講
生
の
理
解
度
を

高
め
、
次
へ
の
学
び
に
繋

げ
て
い
け
る
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
意
識
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

の
参
加
者
は
A
コ
ー
ス
が
定
員

超
の
２２
名
、
B
コ
ー
ス
８
名
、

C
コ
ー
ス
３
名
で
し
た
。
B
コ

ー
ス
と
C
コ
ー
ス
の
受
講
生
は

４
年
振
り
に
も
関
わ
ら
ず
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
、
運
営
側
と

し
て
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

１０
月
に
は
４
年
振
り
と
な
る

植
生
管
理
士
認
定
試
験
も
開
催

し
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
含
め
て
継
続
的
な
学
習

の
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
協

会
員
の
皆
様
に
は
子
弟
、
従
業

員
の
生
産
技
術
の
向
上
の
機
会

と
し
て
も
ご
参
加
と
ご
活
用
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

１
．
学
校
の
概
要

沖
縄
県
立
南
部
農
林
高
等
学

校
は
、
沖
縄
本
島
南
部
に
位
置

す
る
豊
見
城
市
に
あ
り
、
昭
和

２３
年
１０
月
１
日
に
創
立
、
昭
和

４７
年
の
日
本
復
帰
に
よ
り
沖
縄

県
立
南
部
農
林
高
等
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
。

今
年
で
創
立
７６
年
の
歴
史
と

伝
統
を
有
す
る
本
校
は
、
現
在

は
食
料
生
産
科
、
生
物
資
源

科
、
食
品
加
工
科
、
環
境
創
造

科
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の
５
学

科
か
ら
な
る
専
門
高
校
で
す
。

農
業
と
農
業
に
関
す
る
専
門
教

育
を
通
し
、
自
己
の
あ
り
方
生

き
方
を
考
え
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
主
体
的
に
進
路
を
選

択
で
き
る
生
徒
の
育
成
や
将
来

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
必
要
な

資
質
・
能
力
を
育
て
、
農
業
の

担
い
手
及
び
関
連
従
事
者
、
農

業
を
支
援
す
る
人
材
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
．
環
境
創
造
科
の
概
要

昭
和
４７
年
に
拓
殖
科
か
ら
日

本
復
帰
に
伴
う
学
科
改
編
で
、

農
業
土
木
科
が
設
置
さ
れ
、
平

成
５
年
に
緑
地
工
学
科
に
学
科

改
編
、
そ
の
後
平
成
２２
年
に
現

在
の
環
境
創
造
科
に
学
科
改
編

し
ま
し
た
。

環
境
創
造
科
で
は
、
環
境
工

学
コ
ー
ス
と
緑
地
創
造
コ
ー
ス

の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
専
門

的
な
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
工
学
コ
ー
ス
で
は
、
自
然

環
境
と
の
調
和
や
各
種
調
査
や

分
析
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
術

を
習
得
し
、
緑
地
創
造
コ
ー
ス

で
は
、
緑
化
植
物
の
特
性
や
造

園
技
術
の
知
識
・
技
術
の
習
得

を
図
っ
て
い
ま
す
。

３
．
特
色
あ
る
教
育
活
動

⑴
資
格
取
得
へ
の
取
り
組
み

①
造
園
技
能
検
定
３
級
と
２

級
へ
の
取
り
組
み

対
象
学
年
は
２
年
生
で
４
月

か
ら
７
月
ま
で
専
門
授
業
時
間

や
放
課
後
で
練
習
を
重
ね
、
全

員
合
格
を
目
指
し
て
生
徒
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
自
分
の
作
品
を

つ
く
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を

高
め
、
さ
ら
に
高
い
技
術
を
求

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

造
園
技
能
検
定
３
級
を
合
格

し
た
生
徒
は
、
希
望
者
を
募
り

授
業
時
間
や
放
課
後
を
利
用
し

て
練
習
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
は
、
全
員
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の

２
人
は
、
九
州
の
短
期
大
学
へ

進
学
し
、
さ
ら
に
知
識
・
技
術

を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。②

各
種
資
格
取
得

造
園
技
能
検
定
以
外
に
も
個

人
の
技
術
向
上
や
進
路
選
択
に

幅
を
広
げ
る
た
め
、
車
両
系
建

設
機
械
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
、
玉
掛
け
、
ア
ー

ク
溶
接
、
ガ
ス
溶

接
、
農
業
技
術
検
定

等
の
資
格
取
得
に
取

り
組
ん
で
き
ま
す
。

⑵
地
域
交
流

令
和
４
年
度
は
、

地
域
の
小
学
生
を
本

校
に
招
き
、
葉
脈
し

お
り
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
カ
ン
ヒ
ザ
ク

ラ
や
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

コ
ク
タ
ン
な
ど
８
種

類
程
度
の
葉
を
材
料

に
し
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
、
本
学
科
の

３
年
生
の
生
徒
に
丁

寧
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

一
生
懸
命
自
分
の
作
品
を
つ
く

る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
材
料
の
準
備
と
作
品
の
作

り
方
の
習
得
に
２
ヶ
月
か
か
り

ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
の
笑
顔

を
見
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し

た
。

⑶
農
業
祭
の
庭
園

令
和
４
年
度
は
、
本
校
の
最

大
行
事
で
あ
る
農
業
祭
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
３
年
生
の
緑

地
創
造
コ
ー
ス
で
は
、
造
園
施

工
室
全
体
を
使
っ
た
庭
園
作
成

を
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
創

造
す
る
庭
園
」
と
し
て
、
石
組

み
や
植
栽
配
置
を
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
考
え
、
そ
の
中
か
ら
良

い
も
の
を
選
択
し
て
、
一
つ
の

作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
農
業

祭
で
は
、
見
学
者
に
生
徒
が
自

ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
作

品
を
見
て
も
ら
う
喜
び
を
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
作
品
の

写
真
を
、
今
年
行
わ
れ
た

〝
２
０
２
３

Ｄ
Ｉ
Ｙ
ラ
イ
フ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
部
〞
に
応
募
し
て
、

見
事
団
体
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

⑷
卒
業
式
の
庭
園

今
年
３
月
の
卒
業
生
に
、
２

年
生
緑
地
創
造
コ
ー
ス
が
卒
業

式
庭
園
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
体
育

館
前
に
作
庭
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
末
永
く
幸
せ
に
」
を
テ

ー
マ
に
、
ミ
ン
サ
ー
織
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
、
ピ
ン
コ
ロ
と
リ
ュ

ウ
ノ
ヒ
ゲ
を
使
い
ミ
ン
サ
ー
柄

を
造
り
ま
し
た
。
作
庭
し
た
生

徒
は
作
品
に
満
足
し
、
卒
業
生

は
感
動
し
て
写
真
撮
影
を
し
て

い
ま
し
た
。

⑸
ま
と
め

本
学
科
は
、
造
園
の
科
目
を

取
り
入
れ
て
知
識
・
技
術
を
磨

き
、
地
域
や
社
会
に
貢
献
で
き

る
生
徒
を
育
て
て
い
ま
す
。
高

校
生
活
で
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
と
お
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
た

り
、
物
事
へ
の
表
現
力
の
向
上

を
目
指
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
と

お
し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
の

理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
今
ま
で
の
活
動
を
継

続
し
つ
つ
地
域
に
根
ざ
し
た
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

植
生
調
査
委
員
会

森林景観を調査するＢコース

R５農業祭の庭園作成風景

４
年
振
り
に
植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

育
成
講
座
を
開
催

植
生
調
査
委
員
会
副
委
員
長

清
瀧

陽
平

（
㈲
キ
ヨ
タ
キ
ナ
ー
セ
リ
ー
・
大
分
県
）

各種資格取得の風景

樹木の高さを計測するＡコース充実した講座にはじける笑顔

造園技能検定３級の練習風景

造園技能検定２級の練習風景

地域交流の風景

卒業式庭園作成風景

植生復元の手法を学ぶＣコース
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シリーズ 社 紹介紹紹んん

滝島園
ルポ

No.19

東京都（立川市）

１００年の時を今も刻む古時計

祖母様の足踏みミシンが棚に

滝島さんは、青年部会の準会員制度を利用
して入会されましたよね？

聡さん：「まず青年部の準会員になり、２年後に協会
の正会員となりました。もともと立川市の植木屋さん
とは仲よくさせて頂いていたので、入会して１年目に
いきなり青年部会東京支部の会計を任されました
（笑）。お蔭で支部の役員会にも参加することが出来
たので直ぐに馴染めました」。

違う業種から植木屋さんになったとお聞き
ましたが？

聡さん：「私は大学卒業後にチェーン店の飲食業、父
も信用金庫に１０年程勤めてから植木屋さんとなり、親
子代々とサラリーマン経験者です。滝島家は金融一家
で、両親、弟妹、叔父も金融業です。私は学生時代に
日本マクドナルドで SW（スイング）マネージャーに
なるまで、どっぷりのめり込んで働いた影響もあり飲
食業に就職しました」。

アルバイトは楽しかったのですか？
聡さん：「楽しかったですね（笑）。日本マクドナル
ドは、一見、単純なファーストフード店と思いがちで
すが、店舗の中は経営ピラミッド型で、人の動かし方、
人件費コスト等の勉強をさせてくれるシステムがあり
ました。時には５㎝もの資料を読んで勉強したり、本
社で研修したりと色々と経験しました。お蔭で、飲食
業で勤めている時はバイト時の経験が相当役に立ちま
した。実は、同じバイト先で妻と知り合ったのですが、
今はピアノの先生や小学校の学校支援員をしながら、
蔵の花屋「コトハ」も手伝ってくれています」。

バイトや企業で働いたことが、今に繋がっ
ていることは？

聡さん：「沢山あります。経営的なことや人材の育成
等は、滝島園や蔵の花屋「コトハ」でも活かしていま
す。大それたことを言うつもりはないですが、若い時
の体験や経験は、その後の人生に大きく影響します。
現在は、男子大学生２名、男子高校生２名、女子高生
１名のバイト生が毎週土曜と長期休みに来ています。
目的は洋服が欲しいだの単純な動機ですが、掘り取り
も教えるとちゃんと出来ます。土まみれになっても楽
しそうに頑張ってくれています」と言う。今度は次世
代に社会勉強も含めて色々な事を伝え、教えているの
でしょう。

女子高校生とはすごいですね？
聡さん：「女子高生の子は、よく知っている圃場の近
くの子で、てっきり花屋でのバイトかと思っていた
ら、圃場の方がいいと言うので、“暑いよ、汚れる
よ！”って言っても“いい”と言うのです。女子でも
頑張ってくれて有難いです」。と言う。彼女と植えた
ソヨゴも大きく育っていました。素敵な話ですね。

いつか植木屋さんを継ごうと思っていまし
たか？

聡さん：「そのことはずっと頭の片隅にはありまし
た。両親からは一切強要の言葉はなかったですが、祖
父母には小さい頃から死ぬほど言われて育ちました
（笑）。…それも跡継ぎの家では、大事な子育て孫育
て方ですね」。

植木協会に入ったきっかけは？
聡さん：「もちろん顧客を広げようと考えました。「立
川の温室の中から一歩踏み出してみたら？」と当時東
京支部長さんに入会に誘われたことも大きかったで
す。また準会員の時に、青年部会の方たちに同年代が
多くて仲間が出来たことも大きかったです」。

どのようなものを生産しているのですか？
聡さん：「ケヤキ、サクラ、ハナミズキは立川の産地
形成の樹木はその火を消さないように作っています
が、他に１５０種類程はあります。全体に落葉が４０％、
常緑が３０％、コニファーが２０％、最近、力を入れてい
るオージープランツ等が１０％程です」。

今後の展望や目的は？
聡さん：「儲かる農業を目指すことです。儲からない
から農業人口が減っているのです。待っていても展望
は見えないから、自分で展望を作らなくてはいけない
と思っています。当然、いいものを作っても売れなく
ては意味がない。この業界の商売は、人との信頼関係
が大事ですから、もっと“滝島に聞けば大丈夫”と思っ
てくれるようになりたいです。そして、私たちは人に
恵まれていますからいつも感謝です」と素敵な言葉で
最後を締めくくってくれました。

ダンディなお父様にお聞きします。

息子さんがサラリーマンになることについ
ては？

栄次さん：「私も９年間程サラ
リーマンを経験しましたから、
息子にも一般社会できちんと経
験してから継ぐ気持ちがあるな
らと考えていました。自営業で
すと、自分が天下になってしま
いがちです。だから社会情勢や
社交性を勉強するためにも一度
は外を経験してもいいと思って
います」。

息子さんは、花屋も経営されて頼もしいで
すね？

栄次さん：「昔は、植木、花、観葉植物とそれぞれの
業界でしたが、今は１つの植栽に色々な植物を使用す
るので供給分担の業界の境目がなくなってきていま
す。同時に仕入れルートも変わってきています。今後

はもっと時代の変化に対応しな
くてはいけないので大変でしょ
うが、体に気を付けて頑張って
ほしいですね」と、会話の終わ
りには優しいお父様の顔になっ
ていました。素敵な親子でし
た。

蔵の花屋さん「コトハ」

私は蔵のお花屋さんに入ったのは初めてで
す。どうして蔵で？

浅井さん：「蔵でお花屋さんをやらせて下さい」と、
飛び込みでお願いしました。滝島園さんの前面の通り
には、昔ながらの蔵が多くて、以前から“こんな蔵で
花屋さんをできたらいいな”と思い描いていました。
蔵は土壁なので温度が一定に保たれますし、開口部が
小さいので直射日光で植物を傷めません。しかも一番
いいのは、花や葉がショーケースに入ってないので、
お客様が直に香りを感じて手に触れることが出来ると
いうことです」。

お店の「コトハ」の由来は？
浅井さん：「日々の生活の中にはお祝い事や記念、悔
み事もあります。色々な事柄に花や葉を使って欲しい
という願いを込めての「コトハ」です」。

滝島さんは花屋「コトハ」にどの様に関わっ
ているのですか？

聡さん：「店の経営は私ですが、運営は浅井さんに任
せています。僕に花のセンスはありませんから（笑）。
花屋の方は浅井さんと妻とバイトさんで回していま
す。うちも以前から営んでいた路上での花の無人花市
場をどうしようかと思っていたので、この提案にすぐ
に賛同しました」。

蔵にぴったりのインテリアですね！
浅井さん：「この蔵の雰囲気を壊さずマッチするよう
滝島さんのお祖母様の足踏みミシン、着物の仕立て台
や昔の箪笥を活用したり、明治時代の掛け時計も修理
して飾らせてもらいました。私はこのレトロでノスタ
ルジックな感じが好きです。古い建物には、生きたモ
ノ（植物）を入れると息を吹き返します。また、春に
は畑で育てているサクラの枝モノがお店に並びます。
蔵との相性はなんとも言えない趣になります」と言
う。私もこの蔵の中に居ると、どこか懐かしい不思議
な雰囲気が心地よかったです。

下段右から社長の滝島聡さんの奥様美緒さん、社長の聡さ
ん、会長の栄次さん、会長の奥様順子さん
上段右から蔵の花屋「コトハ」の店長の浅井さん、バイトの
高澤さん

社長の滝島 聡さん

最寄り駅「武蔵砂川」の名称の通り、この近辺は土が柔らか
くてよい土壌だそうです。

会長の栄次さん

儲かる農業を目指します！
社長の滝島聡さんもお父様の栄次さんも若い時にサラリーマンを経験され
た植木屋さん。社会を読み、人材育成等を当然のようにしている聡さん。
植木屋「滝島園」さんと蔵の花屋「コトハ」さんを紹介します。

圃場の一部
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令
和
５
年
８
月
３
日
、
三
重

県
大
台
町
に
て
三
重
県
支
部
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
８
名
の
方
に
、

大
台
町
で
実
施
し
て
い
る
地
域

性
苗
木
育
苗
の
生
産
場
所
（
大

台
町
苗
木
生
産
協
議
会
苗

畑
）、
地
域
性
苗
木
を
使
用
し

た
植
栽
地
２
箇
所
（
植
栽
後
１４

年
、
２
年
経
過
し
た
箇
所
）、

宮
川
森
林
組
合
加
工
場
（
広
葉

樹
資
源
の
活
用
状
況
）
を
訪
問

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
大
台
町
苗
木

生
産
協
議
会
の
会
長
の
苗
畑
を

視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
台
町
で
は
地
域
性
苗
木
と
い

う
、
そ
の
地
域
の
近
く
で
採
取

さ
れ
た
種
か
ら
苗
木
を
育
て
て

植
栽
を
す
る
と
い
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
、
宮
川
森
林
組

合
を
事
務
局
と
し
て
、
地
元
の

生
産
者
１１
名
に
よ
り
大
台
町
苗

木
生
産
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
産
者
は
種
子
を
採

取
し
、
約
３
年
か
け
て
育
苗
、

現
在
は
約
１
０
０
種
類
、
約
３

万
本
の
苗
木
が
揃
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
で
は
、
苗
木
協
議

会
の
会
長
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
苗
木
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
交
換
で
き
ま
し

た
。次

の
視
察
場
所
は
、
そ
の
大

台
町
の
地
域
性
苗
木
を
植
え
た

植
栽
地
で
す
。
植
栽
地
に
つ
い

て
は
、
２
箇
所
を
視
察
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
植
栽
か
ら
１２

年
経
っ
た
森
と
２
年
経
っ
た
森

を
訪
問
い
た
だ
き
、
２
箇
所
の

木
の
成
長
具
合
を
通
し
て
長
い

年
月
を
か
け
て
元
の
森
に
戻
し

て
い
く
こ
と
、
種
か
ら
育
て
た

苗
木
が
森
へ
還
る
と
い
う
流
れ

を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
視
察
を
し
て
い
た
だ
い
た
植

栽
地
は
、
い
ず
れ
も
企
業
の

方
々
が
企
業
の
取
り
組
み
と
し

て
植
え
て
い
た
だ
い
た
場
所
で

す
。
森
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま

た
、
こ
う
し
て
企
業
の
方
以
外

の
方
に
も
見
に
来
て
い
た
だ
け

た
り
と
、
植
樹
を
通
し
て
、
た

く
さ
ん
の
つ
な
が
り
が
で
き
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

宮
川
森
林
組
合
は
広
葉
樹
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で

す
が
、
最
後
は
広
葉
樹
の
加
工

等
を
行
っ
て
い
る
施
設
を
視
察

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
台

町
苗
木
生
産
協
議
会
が
種
か

ら
苗
木
を
育
て
、
そ
の
苗
木

を
大
台
町
内
に
植
え
て
、

育
っ
た
広
葉
樹
が
活
用
で
き

る
と
い
う
形
が
弊
組
合
の
理

想
で
す
。
現
在
で
は
、
山
で

採
取
し
た
広
葉
樹
の
枝
葉
を

使
い
精
油
や
蒸
留
水
を
抽
出
し

た
り
、
枝
を
使
用
し
て
木
工
品

や
燻
製
チ
ッ
プ
を
作
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
広
葉
樹
を
活
か
し

て
精
油
等
を
抽
出
し
て
い
る
の

は
、
森
林
組
合
と
し
て
は
珍
し

く
、
皆
様
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
こ
と
で
今
後
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
森
林
組
合

で
の
研
修
で
あ
っ
た
の
で
、
林

業
と
植
木
業
と
い
う
異
な
る
業

種
間
で
の
意
見
交
換
が
で
き
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

苗
木
生
産
を
行
っ
て
い
る
苗
畑

で
は
詳
細
な
生
産
方
法
な
ど
に

つ
い
て
情
報
共
有
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
度
は
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
、
ま
た
遠
方
に
も
か

か
わ
ら
ず
参
加
を
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様

で
集
ま
れ
る
機
会
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

我
々
青
年
部
福
岡
県
支
部
・

熊
本
県
支
部
は
、
７
月
６
〜
７

日
に
２
県
合
同
支
部
研
修
会
を

熊
本
県
に
て
行
い
ま
し
た
。

福
岡
県
支
部
は
、
今
ま
で
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
活
動
が
制
限

さ
れ
る
中
、『
今
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
取
り
組
み
を
』
と
い
う

思
い
の
も
と
、
多
人
数
や
対
面

以
外
で
も
で
き
る
新
し
い
形
態

の
活
動
を
皆
で
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
で
我
々
が

改
め
て
感
じ
た
の
は
、
対
面
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
の
大
切
さ
で
し
た
。
そ
し

て
、
今
年
度
は
感
染
対
策
を
し

つ
つ
、
徐
々
に
対
面
の
活
動
を

再
開
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
、

そ
ん
な
中
、
同
じ
思
い
で
あ
っ

た
熊
本
県
支
部
の
遠
山
支
部
長

と
話
し
て
、
今
回
の
２
県
合
同

の
支
部
研
修
会
に
至
り
ま
し

た
。こ

の
研
修
会
当
日
は
、
梅
雨

時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
前
日

ま
で
雨
天
が
続
き
、
開
催
で
き

る
の
か
心
配
で
し
た
が
、
両
県

会
員
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
当

日
は
朝
か
ら
夏
空
が
広
が
り
、

有
意
義
な
研
修
が
で
き
ま
し

た
。１

日
目
は
阿
蘇
地
域
の
古
閑

樹
苗
園
さ
ん
・
㈲
大
阿
蘇
造
園

さ
ん
・
㈱
南
阿
蘇
緑
化
さ
ん
を

視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ま

し
た
。

古
閑
樹
苗
園
さ
ん
は
、
生
産

か
ら
植
栽
工
事
ま
で
を
手
掛
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
生

産
圃
場
を
視
察
さ
せ
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
見
せ
て
い
た
だ

い
た
圃
場
は
山
林
を
活
用
し
た

圃
場
で
、
森
の
日
陰
を
活
か
し

た
自
然
樹
形
の
庭
木
の
生
産
が

行
わ
れ
て
お
り
、
平
地
に
あ
る

他
の
圃
場
と
組
み
合
わ
せ
、
両

方
の
環
境
の
特
性
を
最
大
限
活

か
し
た
生
産
方
法
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

㈲
大
阿
蘇
造
園
さ
ん
は
近
年

の
震
災
や
水
害
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
圃
場
の
新
し
い
活
用
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
広
大
な
圃
場
を
生
産

場
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
町

お
こ
し
の
場
所
と
し
て
の
活
用

を
計
画
さ
れ
て
い
て
、
新
た
に

で
き
た
防
災
道
路
脇
の
圃
場
で

は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
列
植
し
、

阿
蘇
の
サ
ク
ラ
並
木
『
サ
ク
ラ

ミ
チ
』
と
し
て
南
阿
蘇
地
域
の

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
他
に
も
圃

場
を
開
放
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
な
ど
、
植
木
生
産
業
の
認
知

度
を
高
め
よ
う
と
す
る
革
新
的

な
取
り
組
み
が
印
象
的
で
し

た
。㈱

南
阿
蘇
緑
化
さ
ん
は
、
落

葉
高
木
を
中
心
と
し
た
生
産
が

行
わ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
阿

蘇
の
広
大
な
土
地
を
活
か
し
た

圃
場
で
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
印
象
的

だ
っ
た
の
が
、
管
理
を
少
人
数

で
行
う
た
め
に
、
多
種
多
様
な

管
理
機
械
の
導
入
が
行
わ
れ
、

効
率
化
・
省
力
化
さ
れ
て
お

り
、
隅
々
ま
で
管
理
の
行
き
届

い
た
生
産
圃
場
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、
主
に
落
葉
樹

を
使
っ
た
薪
も
販
売
さ
れ
て
お

り
、
昨
今
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー

ム
も
手
伝
っ
て
、
ハ
ウ
ス
一
杯

に
積
み
上
げ
ら
れ
た
薪
が
毎
年

完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
だ
そ
う

で
す
。

２
日
目
は
城
南
甲
佐
地
域
の

㈱
ジ
ー
ア
ー
ル
さ
ん
、
㈲
芳
坂

樹
苗
園
さ
ん
、
㈲
大
森
樹
芸
園

さ
ん
、
㈲
熊
本
緑
化

セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

前
日
の
深
夜
か
ら

雨
が
降
り
始
め
、
朝

は
土
砂
降
り
の
天
気

で
し
た
。
熊
本
市
内

か
ら
城
南
地
域
に
移

動
す
る
間
、
あ
ま
り

の
雨
に
中
止
も
考
え

た
ほ
ど
で
し
た
が
、

い
ざ
到
着
す
る
と
雨

も
上
が
り
晴
れ
間
が

見
え
る
ほ
ど
に
回
復
し
て
き
た

の
で
、
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

㈱
ジ
ー
ア
ー
ル
さ
ん
は
、
長

ら
く
緑
化
木
の
生
産
卸
及
び
資

材
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
は
、
新
た
に
個

人
邸
を
中
心
に
、
庭
の
植
栽
・

設
計
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
数
年
前
ま
で
植
木
の
積
み

込
み
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
昨

年
、
カ
フ
ェ
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
事
務
所
兼
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
が
出
来
上
が
り
、
道
行

く
人
の
目
を
引
く
場
所
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

㈲
芳
坂
樹
苗
園
さ
ん
は
コ
ン

テ
ナ
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
生
産
本
数
は
圧
巻
で
、
山

苗
を
中
心
と
し
た
多
種
多
様
な

苗
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
管

理
も
３
兄
弟
で
分
業
し
て
作
あ

る
そ
う
で
、
大
規
模
な
が
ら
、

し
っ
か
り
手
が
行
き
届
き
、
生

産
体
制
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
し
た
。

㈲
大
森
樹
芸
園
さ
ん
は
、
緑

化
樹
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。大

森
さ
ん
の
圃
場
は
、
高
木

か
ら
中
低
木
ま
で
多
く
の
緑
化

樹
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
な

が
ら
植
物
園
の
よ
う
で
す
。
事

務
所
前
の
通
路
に
あ
る
大
木
の

並
木
が
涼
し
い
木
陰
を
作
り
、

そ
の
両
脇
の
圃
場
は
良
質
な
土

で
、
樹
木
１
本
１
本
が
し
っ
か

り
管
理
さ
れ
、
の
び
の
び
と
生

産
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で

し
た
。

㈲
熊
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
さ
ん

は
植
木
の
ネ
ッ
ト
販
売
を
手
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
で
は

よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

ネ
ッ
ト
販
売
で
す
が
、
㈲
熊
本

緑
化
セ
ン
タ
ー
さ
ん
は
先
駆
け

て
始
め
ら
れ
、
現
在
は
、
全
国

有
数
の
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
道
の
り

は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た

そ
う
で
、
在
庫
管
理
や
発
送
ま

で
の
流
れ
な
ど
の
出
荷
体
制

は
、
徹
底
的
に
デ
ー
タ
管
理
を

行
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
、
久
し
ぶ
り
に
熊
本
に

伺
い
ま
し
た
が
、
両
県
の
各
会

員
と
も
非
常
に
有
意
義
な
研
修

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
研
修
を
通
し
て
１
番
思
っ
た

こ
と
は
、
各
社
園
さ
ん
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
で
し
た
。

『
一
度
き
り
の
人
生
だ
か

ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

全
力
で
や
り
た
い
』

こ
の
言
葉
は
熊
本
の
皆
さ
ん

が
言
わ
れ
て
い
た
言
葉
で
し

た
。
震
災
を
は
じ
め
と
し
て
、

多
く
の
変
革
を
経
験
し
た
方
々

の
重
み
の
あ
る
言
葉
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

追
記
。
我
々
福
岡
県
支
部
は

７
月
豪
雨
に
遭
い
、
会
員
以
外

も
含
め
ほ
と
ん
ど
の
植
木
生
産

者
に
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し

た
。
現
在
、
１
日
も
早
い
復
旧

に
向
け
て
業
界
・
地
域
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
、
熊
本
県
支
部
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
見
習
い
、
更
な
る

飛
躍
の
た
め
に
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。
全
国
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
と
も
九

州
・
福
岡
の
植
木
を
買
っ
て
い

た
だ
き
復
興
の
支
援
を
し
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
。

青
年
部
会
福
岡
県
支
部
一
同

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

広葉樹からの蒸留水抽出

青
年
部
会
だ
よ
り

三
重
県
支
部
研
修

福
岡
県
・
熊
本
県
支
部
合
同
研
修

松

下

清

香

（
宮
川
森
林
組
合
・
三
重
県
）

青
年
部
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長

福

島

陽

平

（
エ
ン
ザ
イ
緑
販
㈲
・
福
岡
県
）

地域性苗木植栽（１２年）

スライドでの勉強会

地域性苗木植栽（２年）
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令
和
５
年
７
月
１３
日
㈭
１３
時

か
ら
東
京
都
銀
座
の
全
国
燃
料

会
館
会
議
室
に
て
、
支
部
長
合

同
会
議
を
対
面
と
リ
モ
ー
ト
に

よ
っ
て
開
催
し
た
。
福
島
啓
輔

部
会
長
を
は
じ
め
、
越
川
芳
弘

副
部
会
長
、
植
島
春
樹
副
部
会

長
、
森
田
圭
幹
事
、
持
田
瑛
太

郎
幹
事
、
朝
岡
直
紀
幹
事
、
大

西
淳
太
幹
事
、
田
宮
愼
二
幹

事
、
福
島
陽
平
幹
事
、
松
山
真

一
幹
事
、
大
内
新
太
郎
支
部

長
、
鈴
木
康
之
支
部
長
、
佐
藤

一
樹
支
部
長
、
矢
作
大
介
支
部

長
、
滝
島
聡
支
部
長
、
高
橋
慎

一
郎
支
部
長
、
安
藤
将
志
支
部

長
、
前
野
悠
樹
支
部
長
、
西
村

拓
磨
支
部
長
、
今
里
健
吾
支
部

長
、
久
光
泰
輔
支
部
長
、
遠
山

彰
支
部
長
、
野
付
康
志
支
部
長

が
出
席
、
３
名
が
欠
席
、
そ
し

て
担
当
理
事
辰
巳
広
之
氏
、
事

務
局
が
出
席
し
た
。

最
初
に
各
支
部
長
が
自
己
紹

介
を
し
、
議
題
「
今
後
の
青
年

部
会
に
つ
い
て
」
に
入
っ
た
。

会
員
減
少
に
伴
う
今
後
の
青
年

部
会
運
営
の
仕
方
に
つ
い
て
、

支
部
長
合
同
会
議
前
に
お
願
い

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
確

認
し
な
が
ら
議
論
し
た
。

幹
事
会
よ
り
、
令
和
８
年
度

よ
り
東
日
本
、
中
日
本
、
九
州

の
３
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
役
員
を
選

出
し
運
営
す
る
と
い
う
案
（
幹

事
の
人
数
も
現
状
の
１１
名
か
ら

９
名
に
減
ら
す
）
を
提
案
し
、

各
支
部
長
さ
ん
よ
り
一
人
ず
つ

意
見
を
頂
き
、
幹
事
会
の
案
に

出
席
者
全
員
か
ら
賛
成
を
頂
い

た
。
た
だ
し
、
各
支
部
の
活
動

に
つ
い
て
は
今
ま
で
と
変
わ
り

な
く
行
っ
て
い
く
形
と
し
、
支

「医者いらず」や「ベラ」などは、あまりにもよく知られたアロエの仲間。民
家の軒先などに植栽されてきたものであり、古くから民間薬や今日的には飲料、
ヨーグルト、ゼリーなどに加工、添加される健康食品のほか、化粧品にも登場す
る。グーグルトレンド機能による「アロエ」、「アロエ・ベラ」などの検索によっ
ても時折ピークが見られるが、これらは健康食品などによるものと思われ、ビザ
ールプランツとしてのトレンドではない。
アロエは長らくユリ科あるいはツルボラン科とされてきたが、近年の APG分
類体系の導入によりススキノキ科に編成された。５００種類近い原種が知られてお
り、自生地では高さ２０mの大型種から、直径５～１０cm程度の超小型種まで変化
に富む。形態は３タイプに分類され、幹立ちのツリーアロエも含む茎が伸長して
木立化するもの、アロエ・ベラや多くの小型種のように地表部で広がって丈が伸
びないもの、草のようなグラスアロエといわれるタイプがある。その原産地は、
南アフリカを中心に、ソマリア、エチオピア、エリトリアから地中海沿岸、マダ
ガスカル島、アラビア半島、カナリア諸島、マスカリン諸島、ソコトラ島などに

及ぶ。医者いらずこと「キダチアロエ」
は南アフリカ共和国、アロエ・ベラは
北アフリカからアラビア半島に産す
る。キダチアロエは九州、瀬戸内海、
伊豆、千葉など太平洋側に逸出帰化し
ており、正確な伝播経路は不明である
ものの海からわたってきたと考えられ
ている。渡来時期は今から５～６００年
前という説が有力。その利用は、健胃
薬や便秘薬、解毒薬として生葉を服用

したり、乾燥葉をアロエ茶として飲用したりするほか、水虫、火傷に生葉の汁を
外用として利用してきた。しかしキダチアロエ以外の多種多様なアロエの最も際
立った利用は観賞であろう。大小さまざまなサイズながらロゼット状で葉の色合
いも多様、斑模様や縞模様、鋸歯の形態／写真①など観賞価値がある。興味深い
のは戦前の名鑑に登場するようなコアな趣味家の世界に見られた種類が、一部の
愛好者の世界を超えて、園芸界に広く知られるようになる先駆け的存在であった
ことである。星斑竜舌（Aloe greatheadii var. davyana ）、千代田錦（A. variegata ）
写真②③、綾錦（A. aristata ）、雪娘（A. pratensis ）、不夜城（A. nobilis ）写真
④などは古くから知られるが、不夜城や千代田錦などは観葉植物として一般的に

なっている。また基本種であ
るにも関わらず「千代田錦」、
「綾錦」、「帝王錦」など、「錦」
がつく品種名があるのも特徴
であり、これらに斑が入ると
「～光」と名付けられるのも
面白い。昨今のビザールプラ
ンツ人気に乗じて、あらため
てアロエの小型種が脚光を浴
びている。アロエの最小種と
されている「アロエ・ディス
コイグンシー（A. descoingsii）」
写真⑤は小型の品種作出の片
親としてしばしば利用された
が、原種やその変異なども着
目されている。アロエ・ラウ
ヒー（A. rauhii ）は従前から
その種そのものが持つ斑模様
が魅惑的であったが、これを
さらに際立たせた品種「スー
パースノーホワイト」写真⑥
が作出されている。
アロエの多くは多肉植物の
中では寒さに弱いものが多
く、キダチアロエは暖地や冬
季でも温かい都市部ではしば
しば露地植えされているが、
断続的な寒波で傷んだりする
こともある。一方、ビザール
プランツの対象となる小型の
多くのアロエは希少性もあり
温室などで風通しを図りつつ
大切に栽培される。
アロエの生産体制は多様で
あり、キダチアロエ、ベラな
どのようなハウス内外の直植
えでの大量生産、観葉植物と
しての鉢物生産のほか、ビザ
ールプランツとしては多肉植
物専門農家による多品種少量
生産が中心で小型から中型の
鉢植えが流通している。その
フォルムや開花景観からドラ
イガーデン用のキセロフィル
として多様に導入したいとこ
ろであるが、耐寒性に劣る種
類が多く難しい。一方、強健
なアロエもあり、極細葉の木
立性の笹アロエ（A. ciliaris ）
は耐寒性、耐暑性を合わせ
持っており、ガーデン用にこ
うした強健種を今後開拓して
いくとよい。

青青
年年
部部
会会

幹
事
・
支
部
等
合
同
会
議
開
催

写真② 昭和８年京楽園発行の仙人掌名鑑に
「千代田錦」の名が見られる（筆者所蔵）

写真③ 戦前の名鑑にも見られた千代田錦

写真④ 開花した「不夜城」

写真⑤ 最小級のアロエ「ディスコイングシー」

写真⑥ 斑模様の改良種「スーパースノーホワイト」グーグルトレンド機能のみる「アロエ」「アロエ・ベラ」の用語の動向（２００４年～現在）

写真① 細身の葉と鋸歯が特徴的なアロエ
「ハウオルチオイデス」

日本.２００４-現在

日本.２００４-現在
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部
長
の
負
担
軽
減
の
た
め
幹
事

支
部
長
合
同
会
議
は
今
後
行
わ

な
い
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
総
会
開
催
都
市
を
固

定
す
る
案
に
つ
い
て
議
論
し
、

２
年
に
１
回
を
東
京
で
開
催
し

名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡
を
順
に

開
催
都
市
と
す
る
案
に
賛
成
を

頂
い
た
。

そ
し
て
、
今
後
会
員
の
減
少

が
予
測
さ
れ
る
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
他
ブ

ロ
ッ
ク
と
合
併
す
る
か
ど
う
か

議
論
し
た
。
ど
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
所
属
す
る
は
検
討
中
と
の
こ

と
。
各
支
部
長
に
も
概
ね
賛
同

頂
い
た
。

最
後
に
、
総
括
と
し
て
福
島

部
会
長
よ
り
、「
皆
様
が
活
動

し
や
す
い
形
を
と
れ
る
よ
う
に

今
後
も
運
営
し
て
い
き
た
い
。

総
会
開
催
の
件
に
つ
い
て
も
、

皆
様
の
負
減
を
目
指
し
て
提
案

さ
せ
て
頂
い
た
。
今
後
と
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の

挨
拶
で
閉
会
し
た
。
今
後
、
青

年
部
会
総
会
の
議
題
に
し
て
会

員
さ
ん
に
確
認
し
て
い
き
た
い

で
す
。

物
騒
な
タ
イ
ト
ル
で
驚
か
れ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
猛
暑
が

残
る
本
年
の
８
月
下
旬
、
同
僚

の
樹
木
医
か
ら
こ
れ
ま
で
の
常

識
を
疑
う
情
報
が
あ
り
ま
し

た
。
同
樹
木
医
に
よ
れ
ば
、
サ

ク
ラ
類
に
侵
入
し
た
後
、
に
じ

み
出
た
樹
液
ヤ
ニ
の
中
で
溺
死

し
た
キ
ク
イ
ム
シ
の
成
虫
を
捕

獲
し
、
東
京
都
の
研
究
機
関
に

持
ち
込
ん
で
調
べ
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
通
称「
カ
シ
ナ
ガ
」、

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
カ
シ
ナ

ガ
は
ブ
ナ
科
の
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
、
ア
ラ
カ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
、

マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
の
樹
木
に
集

団
で
侵
入
し
、
ナ
ラ
枯
れ
を
発

生
さ
せ
る
害
虫
で
す
。
そ
れ
が

サ
ク
ラ
類
に
侵
入
し
た
こ
と
か

ら「
誤
爆
」と
し
た
次
第
で
す
。

さ
ら
に
、
困
惑
す
る
事
象
も

あ
っ
て
未
解
明
な
事
例
で
は
あ

り
ま
す
が
、
中
間
報
告
的
に
紹

介
し
ま
す
。

【
被
害
の
状
況
】

誤
爆
の
発
生
現
場
は
、
都
心

か
ら
電
車
で
１
時
間
ほ
ど
の
位

置
に
あ
る
明
治
の
森
高
尾
国
定

公
園
の
山
麓
で
、
知
ら
せ
て
く

れ
た
樹
木
医
と
観
察
し
て
み
ま

し
た
。
被
害
は
経
済
的
な
損
失

を
伴
う
場
合
に
使
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
点
で
は
ど
の
程
度
の

損
失
に
な
る
か
今
の
と
こ
ろ
不

明
で
す
。
ま
た
、
高
尾
山
麓
の

登
山
道
に
沿
っ
て
数
十
本
ほ
ど

の
サ
ク
ラ
類
を
見
た
だ
け
の
た

め
サ
ク
ラ
類
の
被
害
の
全
容
も

不
明
で
す
。

誤
爆
さ
れ
た
サ
ク
ラ
類
は
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ

で
し
た
。
ブ
ナ
科
の
樹
木
以
外

へ
の
集
団
攻
撃
は
、
い
わ
ば
、

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
定
説
と

違
う
事
象
で
す
。
東
京
都
内
で

の
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
は
、

２
０
１
９
年
に
初
め
て
確
認
さ

れ
て
以
来
、
依
然
と
し
て
収
束

の
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

被
害
が
サ
ク
ラ
類
に
及
ぶ
と
な

れ
ば
、
生
育
や
開
花
に
影
響
す

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な

り
ま
す
。

誤
爆
の
状
況
は
写
真
１
の
と

お
り
で
す
。
特
徴
は
、
点
々
と

侵
入
さ
れ
た
箇
所
か
ら
べ
た
べ

た
と
表
現
で
き
る
ほ
ど
の
樹
液

が
に
じ
み
出
て
い
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
誤
爆
さ
れ
た
サ
ク

ラ
類
の
近
く
に
は
、
ナ
ラ
枯
れ

が
あ
ち
こ
ち
に
発
生
し
、
サ
ク

ラ
類
と
の
距
離
は
、
接
触
し
た

状
態
か
ら
１０
m
内
外
で
し
た

（
写
真
２
）。
カ
シ
ナ
ガ
が
容

易
に
移
動
で
き
る
距
離
で
す
。

カ
シ
ナ
ガ
は
樹
液
の
中
に
溺

死
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

成
虫
を
捕
え
る
た
め
樹
液
を
採

取
し
て
持
ち
帰
り
、
コ
ー
ヒ
ー

フ
ィ
ル
タ
ー
で
濾
し
て
探
し
て

み
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
８
月
も
下
旬

に
な
る
と
成
虫
の
捕
獲

に
は
、
遅
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

【
被
害
の
前
例
】

観
察
し
た
後
、
三
重

県
在
住
の
樹
木
医
に
こ

の
こ
と
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
同
県
下
で
は
１０
年

以
上
前
に
同
様
の
事
象

が
あ
り
、
カ
シ
ナ
ガ
が

サ
ク
ラ
類
か
ら
に
じ
み

出
た
樹
液
の
中
で
溺
死

し
た
写
真
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た（
写
真
３
）。

宝
石
の
琥
珀
の
中
に
は

ま
れ
に
昆
虫
が
閉
じ
込

め
ら
れ
た
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
に
似
て
い
ま

す
。

詳
し
い
こ
と
は
不
明

で
す
が
、
カ
シ
ナ
ガ
は

侵
入
し
た
も
の
の
樹
液

と
と
も
に
押
し
出
さ
れ

て
溺
死
し
て
し
ま
っ
た

め
か
、
サ
ク
ラ
類
に
は

ナ
ラ
枯
れ
の
よ
う
な
枯

死
し
た
葉
や
枯
枝
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
点
が
ナ
ラ
枯
れ
と

違
っ
て
話
題
に
な
る
よ

う
な
被
害
と
は
言
え

ず
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

【
困
惑
の
事
象
】

カ
シ
ナ
ガ
が
サ
ク
ラ

類
に
侵
入
し
て
い
る
状

況
を
見
て
、
困
惑
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
サ
ク
ラ
類
に
侵
入
す

る
サ
ク
ラ
ノ
キ
ク
イ
ム
シ
な
ど

と
樹
液
の
垂
れ
方
の
違
い
が
分

か
り
に
く
い
こ
と
で
す
。
筆
者

は
、
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
都
内
で

サ
ク
ラ
類
に
侵
入
す
る
キ
ク
イ

ム
シ
の
観
察
を
し
て
い
ま
し

て
、
侵
入
さ
れ
た
時
の
樹
液
の

垂
れ
方
は
、
多
く
が
写
真
４
の

よ
う
な
形
態
で
す
が
、
写
真
５

の
よ
う
に
カ
シ
ナ
ガ
に
誤
爆
さ

れ
た
と
き
の
様
子
と
よ
く
似
た

例
が
あ
る
こ
と
で
す
。
都
内
で

カ
シ
ナ
ガ
の
発
生
が
確
認
さ
れ

た
２
０
１
９
年
以
前
の
事
例
は

カ
シ
ナ
ガ
で
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
２
０
２
０
年
以

後
は
、
サ
ク
ラ
類
の

樹
液
の
中
に
‘
真
犯

人
’
と
し
て
カ
シ
ナ

ガ
が
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

高
尾
山
の
誤
爆
さ
れ

た
サ
ク
ラ
類
に
は
、

サ
ク
ラ
類
を
食
害
す

る
キ
ク
イ
ム
シ
も
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
困
惑
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ほ
ど

の
大
き
さ
の
樹
液
は
、
コ
ス
カ

シ
バ
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
（
写
真

６
）。
コ
ス
カ
シ
バ
の
食
害
で

出
た
樹
液
の
多
く
に
は
、
お
が

く
ず
の
よ
う
な
木
く
ず
が
混

じ
っ
て
い
ま
す
。
白
や
茶
色
に

濁
っ
た
樹
液
で
は
そ
れ
が
見
え

ず
、
い
っ
た
い
侵
入
し
た
真
犯

人
は
誰
だ
！
と
い
う
感
じ
で

す
。今

年
も
サ
ク
ラ
類
の
街
路
樹

診
断
を
行
っ
て
い
る
中
で
、
ナ

ラ
枯
れ
が
周
辺
に
発
生
し
て
い

る
現
場
で
は
、‘
染
井
吉
野
’

に
も
同
様
の
事
象
を
し
ば
し
ば

見
て
い
ま
す
。
以
前
で
あ
れ

ば
、
サ
ク
ラ
類
に
加
害
す
る
キ

ク
イ
ム
シ
類
と
記
載
で
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
、
キ
ク
イ
ム
シ

類
の
中
に
カ
シ
ナ
ガ
も
含
ま
れ

る
か
も
し
れ
ず
、
さ
ら
に
コ
ス

カ
シ
バ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
キ

ク
イ
ム
シ
の
成
虫
を
捕
獲
し
て

真
犯
人
を
同
定
す
る
こ
と
が
宿

題
に
な
り
ま
し
た
。

困
惑
で
終
わ
る
紹
介
で
恐
縮

で
す
。今
後
、成
虫
を
捕
獲
し
、

種
類
や
特
徴
な
ど
が
分
か
れ
ば

お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

写真４ ヤマザクラへのキクイムシの
食害痕・川崎市内

九
州
地
区
の
会
員
さ
ん
は
九
州
北
部

豪
雨
の
直
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ

モ
ー
ト
で
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

幹
事
・
支
部
長
合
同
会
議
の
資
料
の
一
部
を
開
示
し
ま
す
。

写真５ カシナガによる樹液と
よく似た樹液垂れ・ソメイヨシノ

２０２３年９月

写真２ カシナガが侵入した
シラカシ（右）とヤマザクラ（左）

写真１カシナガによるサクラ類への誤爆・高尾山

写真６ コスカシバによる樹液垂れ
ソメイヨシノ２０１７年６月

写真３ 樹液の中で溺死したカシナガ
（佐野樹木医提供）
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イギリスにおける生物防除の研究
滋賀県立大学環境科学部環境政策・計画学科教授 上河原 献 二

連載「西欧自然環境保全の旅」 第4回 ◆プロフィール
1984年東北大学法学部卒業、
環境庁入庁。
2013年より滋賀県立大学環境
科学部環境政策・計画学科教
授として、環境法・環境政策を
教える。現在は、侵略的外来生
物管理法制度など自然保護法
制度の国際比較を中心に研究。

素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

⑲イロハモミジ
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

今回は、侵略的外来生物管理のためイギリスが力
を入れている技術開発、生物防除（biological
control）についてご紹介します。その技術開発の対
象となっているものの一つがイタドリです。イタド
リは、原産地である日本では目立たない植物です
が、世界自然保護連合（IUCN）の「世界の最悪の
侵略的外来生物１００」の一つに選ばれています。も
ともとは、１９世紀にシーボルトが園芸目的で日本か
ら持ち出して、そこからさらにイギリスに輸入され
たものです。残念なことに今では、イギリスで最も
深刻な影響を与えている侵略的外来植物の一つと
なっています。そのため、イタドリは、イギリスの
法律の規制対象となっていて、売買が禁止されてい
るほか、管理下から逸出させることは違法と解釈さ
れています。また、近隣に被害を生じている場合に
は、２０１４年に成立した法律に基づいて、自治体から
駆除を命じられることもあります。ブリストル市内
でイタドリを放置して市からの駆除命令に従わな
かった不動産業者が、２０１８年に１８０００ポンドの罰金
判決を受けています（BBC２０１８年１２月６日）。
不動産の取引・開発には、イタドリの駆除が重要
になります。例えば、２０１２年のロンドンオリンピッ
クの会場は、元々長く放置されていた場所で、そこ
にイタドリが繁茂していたので、駆除しなければな
りませんでした。農薬散布、機械式除去などを行っ
た経費は、７０００万ポンド（８８.２億円（１ポンド１２６
円換算（２０１２年当時））を要したそうです。更にイギ
リス全体では、年平均１.６億ポンドから２億ポンド
かかっていると推計されているとのことです（M.
Wilson, Financial Times,２０１６年３月１８日）。

イタドリの管理のため、２００１年から、環境省など
が費用を出して、研究機関（CABI）が生物的防除
方法の開発に取り組んでいます。６年間かけて２００
種の候補の中から選ばれたのは、日本産のイタドリ

マダラキジラミ（Aphalara itadori）で
した。まずイタドリ以外には寄生しな
いことを確認して許可を得て、２０１０年
から野外試験がイギリス国内で始まり
ました。しかし、その系統は長期間定
着できる可能性は弱いことが分かりま
した。そのため、２０１９年に再度日本に
おける調査を行って新しい系統が選ば
れました。この系統について、許可を
得て野外実験が行われ、その結果の評
価が進められています。また、イタド
リの葉に感染する斑点病菌について
も、環境省の許可を得て、屋外試験が
行われています。この斑点病菌につい
ては、将来的には企業と協力して、副
作用のない農薬のような形での提供が
構想されています（CABI２０２２）。イタ
ドリに対する生物防除の研究に取り組
んでいるのは、九州大学大学院生物資
源環境科学府出身の黒瀬大介博士です
（写真１.）。

CABI は、国際協定に基づく国際研究機関で、５０
ヶ国が参加しています。侵略的外来生物管理とその
ための生物防除の研究は、CABI の主要な事業です。
イングランドにおける CABI の研究拠点は、ヒース
ロー空港の南西方向に位置する静かな大学町の郊外
にあります。外観は、お屋敷のように見えます（写
真２.３.）。そこでは、ほかにもオニツリフネソウ（写
真４.）など５種の侵略的外来生物に対しての生物防
除方法の開発も進められています。生物防除の実施
については、導入候補の天敵が、駆除対象の侵略的
外来生物以外に寄生しないこと（宿主特異性）を確
認することなど、国際的に受け入れられた手順が作
られています。その手順に沿って、イギリスでは環
境省が、屋内・屋外・野外での試験の審査と許可を
行っています。CABI は、大規模に拡散した侵略的
外来植物を、機械や農薬によって管理するには、膨
大な費用がかかるので、手順に従った生物防除の技
術開発は合理的であると勧めています。また最近公
表された侵略的外来生物管理の国際評価報告書
（IPBES２０２３）でも、その有効性が指摘されていま
す。私は、日本も、侵略的外来植物管理のための生
物防除の導入を検討すべき時期に来ていると思いま
す。

参考文献 :
IPBES（２０２３）Summary for policymakers of the
thematic assessment of invasive alien species and their
control of the Intergovernmental Platform on
Biodiversity and Ecosystem Services.

「イロハモミジ Acer palmatum」は、ご存じの通り、カエデ属の
落葉広葉樹ですが、「ヤマモミジ」、「オオモミジ」、この３種類をちゃ
んと分類できていますか？ 赤く紅葉するから、果実が上に付くか
ら、葉が小さいから、なんとなく、ではなく、ある程度、理論的
に・・・。オオモミジは鋸歯（葉の縁のギザギザ）が細かい単鋸歯
なので、問題なく分かると思いますが、イロハモミジとヤマモミジ
は共に重鋸歯（大きなギザギザに小さなギザギザが重なる）なの
で・・・、イロハモミジは、大小の鋸歯が規則正しく並び、葉の裂
片の鋸歯が左右対称になっています。ヤマモミジは、鋸歯が規則正

しく並ばず、左右も非対称、欠刻の重鋸歯なのです。ただ問題なのは、それぞれの雑種が存在することで
す。また、枝変わりも多く、一枝だけでは判断できない個体もあり、やっぱり難しいですよね。
また、この３種類は日本に自生しますが、分布はそれぞれ違います。イロハモミジは、本州の福島以南、
四国、九州の主に太平洋側です。オオモミジは、イロハモミジの自生地に福島以北、北海道の太平洋側を
追加した範囲です。ヤマモミジは、北海道、本州（島根～青森の日本海側）に自生しています。私が住ん
でいる岩手県には、ヤマモミジとオオモミジが自生していますが、私が働いている小岩井農場内には、イ
ロハモミジも出現します。「岩手植物の会」で話題に上がったことがあるのですが、「隔離分布？」ではな
く、人為的な植栽だったのです。弊社の２代目当主である岩﨑久彌は、従業員のために、サクラとモミジ
をそれぞれ８,０００本、関東から持ってきて農場内に植えたという記録が残っています。そのイロハモミジの子孫が山林に逃げ出し、しっかりと根付いているのです。
ちなみに、属名の「カエデ」は、「蛙の手」に似ることが由来で、「モミジ」は、染料の発色がよくなる「揉み出づ（もみいづ）」が語源です。さらに、イロハモミジ
は、７列の葉を「いろはにほへと」と数えたために名付けられ、京都の高雄が紅葉の名所であったために、タカオモミジ、タカオカエデ、他に、コモミジ、モミジ、
など、モミジの代表として古から親しまれてきました。
そんなことより、APG、遺伝子による植物の分類が進み「カエデ科」が無くなってしまったことは、誠に残念で仕方ありません。「ムクロジ科」には、特に恨みが
あるわけではないのですが、「カエデ科」の再興を心からお祈りしております。いろいろと書きましたが、植物に対する興味は尽きませんね。だから、楽しいです。

写真４. CABI 実験施設内のオニツリフネソウ
２０１６年上河原撮影

写真２．CABI の入り口（於Egham, England）
２０２２年上河原撮影

写真３．CABI の事務所棟（於Egham, England）
２０２２年上河原撮影

写真１. CABI 実験室内のイタドリと黒瀬博士（左）
２０１６年上河原撮影：右の人物は稗田さん
（現豊橋市自然史博物館学芸員）


